
事業計画及び成長可能性に関する事項

株式会社トゥエンティーフォーセブン
2022年2月28日時点
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企業理念
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― 世界中の人々から常に必要とされる企業を創る ―

当社は、「世界中の人々から常に必要とされる企業を創る」を企業理念として
掲げ、ウェブマーケティングによって世の中のニーズを把握し、常に必要とされる
サービス・商品を創出することを目的としております。

企業理念の実現に向けて単一分野のみならず積極的にビジネス展開し、常に
必要とされるというビジョンを込めて社名を株式会社トゥエンティーフォーセブンと
しております。これは英語の「24 hours 7 days a week（いつも、常に）」
という言葉に由来しております。



ビジネスモデル
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事業の内容

Copyright © 株式会社トゥエンティーフォーセブン All Rights Reserved.

6

集客

顧
客

料金の支払

直営店舗
「24/7Workout」
「24/7English」

ウェブマーケティング

サービス提供

インターネット販売（プロテイン、サプリメント、低糖質食品等）

ニーズ
の

把握

企画
立案

サービス
商品
開発

広告
宣伝

当社は、パーソナルトレーニング事業としてパーソナルトレーニングジム「24/7Workout」
及びパーソナル英会話スクール「24/7English」を展開。加えてプロテイン、サプリメントや

低糖質食品等のインターネット販売事業を行っております。

例：2カ月コース
75分・週2回
（全16回）
入会金：¥41,800
月額：¥107,800



パーソナルトレーニング事業【24/7Workout】
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― 全人類を人生史上最高の身体に導く ―

ダイエットとボディメイクに特化したパーソナルトレーニングジム「24/7Workout」を

全国に展開。 「3食きっちり食べて無理なく痩せる」を方針とし、最短2ヶ月で理想の

体型に導くべく、お客様の体質や目的にあったトレーニング内容をカスタマイズして提供。

コロナ禍において、店舗の有無に左右されない非対面型・ライブレッスン型(1:N)

の「24/7Online Fitness」も開始。（2020年6月～）



パーソナルトレーニング事業【24/7English】

Copyright © 株式会社トゥエンティーフォーセブン All Rights Reserved.

8

― すべての人が想いを伝えられる世界を実現する ―

短期集中型のマンツーマン英会話教室「24/7English」を運営。お客様の現

状や目的にあった英会話レッスンをカスタマイズして提供。

コロナ禍においては長引く海外渡航の規制もあり、短期集中型ニーズは回復途上。

そこで、「ネイティブ講師×バイリンガル講師」を特徴としたオンラインコーチング型

「BSS(Bilingual Study Support)英会話」を開始。（2020年9月～）



インターネット販売事業【プロテイン/サプリ/低糖質食品等】
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プロテインやサプリメント等をインターネットを通じて販売。

また、2020年3月より低糖質食品通販事業「24/7DELI&SEETS」を開始。

低糖質ブームに加え、コロナ禍の運動不足急増等を背景に各種メディアから注目

を集めています。

糖質10g以下！

― トレーニングやダイエットをサポートするために ―



88%

2%
10%

売上高構成内訳

2021年11月期実績

事業の収益構造 10

 「24/7Workout」で全体の88％を占める。

⇒以降、「24/7Workout」を中心に説明。

24/7Workout

24/7English
インターネット販売事業



収益モデル（24/7Workout）※実績ではなく、当社が目標とするモデルになります。
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全社売上高の88％を占める「24/7Workout」の収益モデルは以下の通り。

60％

３

大

コ

ス

ト売上高　100％

労務費　30％

(固定＋変動)

地代家賃　　7％

広告宣伝費　30％

（変動）

営業利益　15％

その他　18％

（固定＋変動）

（固定）



市場環境
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市場規模：フィットネス業界
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2,235

2000年 2004年 2008年 2012年 2016年 2020 年

利用者数 売上高

19.8

15.9

20.0 19.4

18.8

13.6

1,713 

1,302 

2000年 2004年 2008年 2012年 2016年 2020年

トレーナー担当利用者数/日 一回当たり延べ単価

 2019年には2000年比約1.7倍の3,300億円規模の市場に成長したが、2020年には新型コロナウイルス

の影響で2,200億円台に急落。利用者数も2020年は前年比3割超減の172百万人にとどまる。

出所：経済産業省「特定サービス産業動態統計：フィットネスクラブ」

(百万人)

国内フィットネス市場の推移 フィットネス単価とトレーナー稼働状況の推移

(円)(人)
(億円)

Beforeコロナ ← → Withコロナ Beforeコロナ ← → Withコロナ



市場規模：オンラインサービスの台頭
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新型コロナウイルスの影響で、2020年4月以降は外出を控える動きが広
がり、いわゆる「コロナ太り」や運動不足を解消するために、自宅でトレーニン
グやエクササイズをしたいというニーズが高まっている。

感染リスクを不安視される人が多いことにも対応し、オンラインレッスンや動
画配信サービスが増加傾向。

自宅であれば、人目を気にせず、リラックスしてトレーニングをすることが可
能。

出所：2021年2月15日 日本経済新聞 夕刊8ページ



市場規模/競合環境
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パーソナルトレーニングジム市場

短期集中型

都度払い型

サブスクリプション型

・24/7Workout ・RIZAPボディメイク ・リボーンマイセルフ

・BVEATS ・ELEMENT

・REAL WORKOUT ・エクササイズコーチ

パーソナルトレーニングジム市場のほか、総合型フィットネスジム、24時間ジム、
コンセプト型ジムなど様々な種類のジムが台頭している。



市場規模（プライベートジム）/競合環境
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 全国に65店を展開(2022年2月28日現在)。すべて直営。

 パーソナルトレーニングジムに絞れば、コロナの影響で直近の出店ペースは鈍化するものの業態別では2番手。

パーソナルトレーニングジム業態別店舗数ランキング店舗数の推移※24/7English含む

(店)(店)

(2022年2月28日現在、国内店舗数)
＊当社65店舗は全68店舗の内、「24/7Workout」の65店
(出所：各社HPより)

24/7Workout 24/7English

54
65

79 81
68

(店)

39

12

31

37

46

65

128

0 50 100 150

パームス

ビーコンセプト

リボーンマイセルフ

エクササイズコーチ

24/7Workout

RIZAPボディメイク



競争力の源泉
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経営資源・競争優位性 18

２

３

自社運営へのこだわり

特徴あるトレーニングシステム
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1

Web×リアル店舗でのマーケティングによるビジネス展開



１．特徴あるトレーニングシステム 19

２ 質の高いトレーナー陣
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 マンツーマン対応
 高い基準に引上げる座学・実技の

研修システム
 高いコミュニケーションと指導力を養

う接遇研修も実施
 厳しい審査基準の試験

１ 4つの特徴

 3食食べるダイエット
 完全個室
 深夜24時までジムはオープン
 カウンセリングに基づいてトレーニング

内容をカスタマイズ

３
速い成長速度

 利用者数の拡大ピッチは月を追って

加速し、直近3年で2.7倍

 累計利用者数8.5万人
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+10,000人/年

１．特徴あるトレーニングシステム（成長ピッチ）

 2020年4月以降は、新型コロナウイルスの影響で鈍化するものの、利用者数は直近3年で2倍。

20

利用者数(在籍者数)の推移
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2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

+14,000人/年

+9,000人/年

+20,000人/年

+20,000人/年

+15,000人/年

累計

90,000人



２．自社運営へのこだわり

 2022年2月28日現在、すべての店舗を直営で運営。

 直営店のメリットを生かし高い経営効率を維持

21
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運営別パーソナルトレーニング店舗の推移

 成長速度の最大化
 投資金額の抑制
 経営管理の簡素化

FC店舗による一般的な拡大展開

 直営展開による獲得利益の最大化
 それを原資に直営店を拡大。成長速度を加速
 自社による店舗管理の徹底
 それによりハイクオリティのサービスを維持

現在はさらに直営化比率引上げを進める

当社の拡大展開

24/7Workout FC店

11

8

6

6

6
4 0

49

31
41

23

63 67 65



３．Web×リアル店舗でのマーケティングによるビジネス展開(1/2)

 マーケティング上のリサーチからの判断を最重要視し、ビジネスモデルの策定から新商品企画～プロモーションまで

実施。

 全国に店舗があるという強みを活かし、WEBとリアルを掛け合わせたマーケティングを実践。

22
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顧客

商品・
サービス提供

顧客獲得
Web×リアル店舗

マーケティング
商品・
サービス化

企画リサーチ



３． Webマーケティングを軸としたビジネスモデルの活用(2/2)
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 需要が多く欲求の強い分野をWebリサーチし参入

 Web×リアル店舗でのマーケティングにより顧客へアプローチし、競合比較の中から選ばれる状態を醸成

LPとサービス面の
改善を繰り返す

LP(販売ページ)
リリース

デジタル広告

店舗状況の
フィードバック

デジタル広告
とLPの最適化

効率の良い
顧客獲得



事業計画
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成長戦略
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既存事業の強化
 統合情報システムの活用
 リピート顧客の拡大
 出店拡大
市場拡大メリットをフルに享受できる体制を構築

ブランディング向上
パーソナルトレーニング業界で「選ばれる存在」を目指す

ワークアウト周辺事業の拡販・開発
 パーソナルトレーニング事業とのシナジー（クロスセル）

親和性の高い商材の拡販・開発

２

３

1



１．既存事業の強化：統合情報システムの活用

 顧客情報を一元管理する統合情報システムを開発（2021年1月完成・運用開始）

 Web申し込みから契約・物販・卒業後まで一気通貫したCRMを実現

 入会率、退会率、広告効果、LTV(生涯顧客価値)の改善などに活用
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統合情報システムイメージ図 統合情報システムの活用

 広告効果などの検討やマーケティング戦略に
活用

 リアルタイムで自動集計し、社内に共有する
ことで現状の課題の把握に活用

カウンセリング
予約

ECサイト
セッション

予約

売上物販

会計システム 勤怠管理事業方針
フィジカル
データ

セッション
内容

統合情報
システム
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各種サービス

×

AI学習による顧客データ分析

・・・

１．既存事業の強化：リピート顧客の拡大

 統合情報システムを活用したAI学習による顧客パーソナルデータの解析・機械学習を通じて個別最適提案を実
現し、繰り返し継続利用いただける価値創出を目指す。

個別最適提案
繰り返し継続利用いただける価値創出を目指す



１．既存事業の強化：出店拡大

 毎年、10店～15店程度の新規出店を計画するものの、コロナの影響で足踏み。

 「With コロナ」の環境においては、好調エリア・店舗の近隣にサテライト店としての増床や、より売上を

獲得できる地域へのリプレイスを中心に手堅く出店。
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国内店舗数推移現在の地域別国内店舗網

(2022年2月28日現在)

(店)

関東圏

39店舗

3店舗

W

E

東北圏

1店舗W

中部圏

W 6店舗

近畿圏

10店舗W九州沖縄圏

W 6店舗

中国圏

W 2店舗

北海道圏

1店舗W

W

E

「24/7Workout」

「24/7English」

39 47 55
69 71 65

0
7

10

10 8 3

2016年11月期2017年11月期2018年11月期2019年11月期2020年11月期2021年11月期

24/7Workout 24/7English



２．ブランディング向上
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「選ばれる存在」を目指す

※その他、各種サービス含む

 様々なメディアをミックスさせた情報発信を強化し、知名度向上・ブランディングを推進することで、パーソナル

トレーニング業界で「選ばれる存在」を目指す。



509

1129

1723
1796

2177

1105

20.7%

27.6%

25.3%

23.3%

38.%

20.2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

0

500

1000

1500

2000

2500

2016/11期 2017/11期 2018/11期 2019/11期 2020/11期 2021/11期

広告宣伝費 広告宣伝費率

２．ブランディング向上

 但し、売上高広告宣伝費比率は30％未満を原則維持。広告の費用対効果を厳密に審査。
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(百万円)

30％水準

広告宣伝費及び同比率の推移

※

※1回目の緊急事態宣言下において約2ヶ月間の全店休業。全店営業再開後の2020年6月以降から夏場にかけて
Workoutにおいて想定以上の需要があり、第4四半期及び来期への布石として戦略的に広告宣伝費を投下。



 Workout事業との親和性

⇒クロスセル

３．ワークアウト周辺事業の拡販・開発

 親和性の高い商材を拡販・開発し、既存顧客・新規顧客へ販売

31

パーソナルトレーニング
事業

フィットネス
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英会話

Workout周辺事業

＋α

ライブレッスン型
オンラインフィットネス
（2020年6月開始）

低糖質食品通販
（2020年3月開始）



投資計画
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現 預 金 19.0億円

有 利 子 負 債 0億円

純 資 産 20.3億円

自己資本比率 55.8％

今後の主な戦略投資内容

当社の財務状況は現預金残高は19.0億円となる。成長を加速させるための今後の主な戦略
投資内容は下記のとおりである。

１．直営の新規店舗出店
コロナ禍においては、好調エリア・店舗の近隣にサテライト店としての
増床や、より売上を獲得できる地域へのリプレイスを中心に手堅く出店

２．周辺事業への先行投資
24/7Workout事業との親和性の高い商材を拡販・開発

2021/11月末時点の財務状況



中期的な成長イメージ

 「24/7Workout」とその周辺事業の強化により、事業ポートフォリオの多角化を図り、

収益基盤を強化する。
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売
上
構
成
の
イ
メ
ー
ジ

現在

24/7Workout

24/7English

24/7Workout
周辺事業

＋α
2026年
11月期

24/7Workout
約80%を目安



経営指標：営業利益率
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 当社は、事業規模を拡大しつつ利益の増大を図ることを目標としており、売上高営業利益率を重視。

 2020年11月期及び2021年11月期においては、新型コロナウイルスの影響を受けているが

営業利益率は10％~15％の水準を目標としている。
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2021/11期決算
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当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、年
度の大半の期間において緊急事態宣言もしくは、まん延防止等重点措置が発出さ
れた結果、社会経済活動は大きく制限され、緊急事態宣言に伴う外出自粛要請な
どにより、当社の事業も大きく影響を受けました。
当社の主力事業である「24/7Workout」においては、当社の３大コストである
人件費、広告宣伝費、地代家賃の抑制を中心に、売上高に応じた費用のコント
ロールを徹底してまいりました。既存店舗については、好業績店舗の増床や条件の
よい近隣物件への戦略的移転の推進などにより堅実な店舗展開を実施し、収益
構造の改善に努めてまいりました。

(百万円) 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

今期実績 5,457 △50 △42 △136 △30円25銭

（ご参考）前期実績 5,700 △1,013 △984 △1,500 △333円39銭



リスク情報
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認識するリスクと対応策 37

２ 出店計画、新規出店の継続、出店エリアの拡大

新型コロナウイルス等の感染症拡大

Copyright © 株式会社トゥエンティーフォーセブン All Rights Reserved.
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3 広告宣伝における効果（期待）



新型コロナウイルス等の感染症拡大

• 顕在化の可能性/時期

高/中長期

• 顕在化した場合の影響

大

• リスク内容

新型コロナウイルス等の感染症拡大により、政府や地方自治体から休業要請が出た場
合、店舗の臨時休業や営業時間短縮等で収益が悪化し、当社の経営成績及び財政
状態に影響を及ぼす可能性があります。

・予防策/対応策

店舗内の感染予防対策の徹底及びお客様への感染予防対策への協力を呼びかけ、
万全の対策に努めてまいります。

また、主たる収益基盤以外の事業においても拡販・開発を推進し、多角的な収益の確
保を図っております。
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新型コロナウイルス等の感染症拡大

 新型コロナウイルス感染症の収束時期は依然として不透明であり、中・長期にわたり社会・経済活動の
抑制継続も想定される。

 主たる収益基盤以外の事業においても拡販・開発を推進し、多角的な収益の確保を目指す。

+

品質向上

主たる収益基盤

＋α

新規事業・新商品

開 発

オンライン事業

拡 販

+

多角的な収益の確保を目指す
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出店計画、新規出店の継続、出店エリアの拡大

• 顕在化の可能性/時期

中/不明

• 顕在化した場合の影響

中

• リスク内容

条件に合致する物件が見つからず、出店計画がスケジュールどおりにいかず、新規出店が継
続できない場合があります。また、すべての条件に合致する物件が確保できない場合でも、総
合的に検討した上で出店を実行する場合があります。

当初想定していたエリアにおける物件が見つからない場合は、出店エリアの拡大ができず、当
社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

• 予防策/対応策

新規出店だけでなく、既存店の増床・リプレイスを行うなどして、新規出店以外での規模拡
大も図っております。
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出店計画・新規出店の継続・出店エリアの拡大

+ ＋α

新規事業・新商品

開 発

オンライン事業

拡 販

多角的な収益の確保を目指す

 毎年、10店～15店程度の新規出店を方針とするものの、新型コロナウイルス感染症の収束がみえず
変異株の流行も危惧される中、再度の店舗休業リスクもある。

 当面は、好調エリア・店舗の近隣にサテライト店としての増床や、より売り上げを獲得できる地域への
リプレイスを中心に手堅く出店。

 加えて、店舗の有無に左右されないその他事業の拡販・開発も推進し、多角的な収益の確保を目指す。

新規出店

増床・リプレイス中心

手堅く出店
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広告宣伝における効果（期待）

• 顕在化の可能性/時期

中/中長期

• 顕在化した場合の影響

大

• リスク内容

インターネット等の広告宣伝により、新規顧客を獲得しており、広告宣伝は重要なファクター
であります。

当社は、マーケティング戦略を重要な経営課題と位置づけ、「費用対効果の高いWEB広告
手法の開拓」「集客手法の最適化」を追求しておりますが、期待する効果を上げられない場合
には、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

• 予防策/対応策

広告出稿を戦略的にコントロールし、CPAを維持をはかっております。

CPAとはCost Per Acquisitionの略であり、コンバージョン1件あたりにかかった広告の費用
対効果を示す使用になります。なお、当社では、無料カウンセリング申込をコンバージョンとして
定義しております。
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広告宣伝における効果（期待）

費用対効果の高いWEB広告手法の開拓
集客手法の最適化にチャレンジ

WEBによる広告宣伝メイン 年々増加傾向
広告出稿・入札状況激化

 集客手法はWEBによる広告宣伝がメイン。競合他社においても当該手法での集客は年々増加
傾向であり、広告出稿・入札状況が激化。

 そのような環境下においても効率性を重視し、費用対効果の高いWEB広告手法の開拓を行う
とともに、集客手法の最適化を目指す。
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Appendix
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会社概要 45

社 名
株式会社トゥエンティーフォーセブン
Twenty-four seven Inc.

代 表 者 代表取締役社長 小島 礼大

創 業 年 月 2007年12月

本 社 住 所 東京都港区愛宕二丁目５番１号愛宕グリーンヒルズMORIタワー36階

役 員 構 成

代表取締役社長 小島 礼大
取締役 下川 智広
取締役 植原 一雄
取締役（社外） 橋本 玄

常勤監査役（社外） 吉原 慎一
非常勤監査役（社外） 豊田 史朗
非常勤監査役（社外） 鶴森 美和

事 業 内 容
・パーソナルトレーニングジム事業「24/7Workout」
・パーソナル英会話スクール事業「24/7English」
・低糖質食品通販事業「24/7DELI&SWEETS」 等

従 業 員 数 正社員271名〔2022年11月30日現在〕

拠 点 全国68店舗（24/7Workout 65店舗、24/7English 3店舗）〔2022年2月28日現在〕
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沿革 46
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年月 内容

2007年12月 健康関連商品の販売等を事業目的に、株式会社ヘルスアップを設立

2012年10月 パーソナルトレーニングジム事業として「24/7Workout」を開始。1号店として六本木店をオープン

2015年8月 「24/7Workout」累計30店舗出店（FC店を含む）

2015年11月 商号を株式会社ヘルスアップから、株式会社トゥエンティーフォーセブンに変更

2016年12月 「24/7Workout」累計40店舗出店（FC店を含む）

2017年4月 パーソナル英会話スクール事業として「24/7English」を開始。1号店として新橋・銀座教室をオープン

2018年4月 「24/7Workout」累計50店舗出店（FC店を含む）

2019年5月 「24/7Workout」累計60店舗出店（FC店を含む）

2019年11月 東京証券取引所マザーズ市場に上場

2020年2月 「24/7Workout」累計70店舗出店（FC店を含む）

2020年3月 低糖質食品通販事業として「24/7DELI&SWEETS」を開始

2020年6月 「24/7Workout」において非対面型の新サービス「24/7Online Fitness」を開始

2020年9月 「24/7English」において非対面型の新サービス「BSS英会話」を開始



財務ハイライト 47

決算年月 2016年11月 2017年11月 2018年11月 2019年11月 2020年11月 2021年11月

売上高 （千円） 2,460,722 4,094,277 6,801,455 7,697,542 5,700,414 5,457,172

経常利益 （千円） 293,227 438,926 1,108,032 971,353 ▲984,993 ▲42,978

当期純利益 （千円） 196,985 322,793 755,148 583,772 ▲1,500,260 ▲136,707

資本金 （千円） 5,000 5,000 5,000 791,600 791,600 792,387

発行済株式総数 （株） 1,000,000 1,000,000 4,000,000 4,500,000 4,500,000 4,523,600

純資産額 （千円） 432,664 755,457 1,510,606 3,667,579 2,167,318 2,032,052

総資産額 （千円） 1,213,798 2,053,185 3,577,117 5,549,395 3,834,776 3,644,683

１株当たり純資産額 （円） 432.66 188.86 377.65 815.02 481.63 449.22

１株当たり当期純利益 （円） 196.99 80.70 188.79 145.45 ▲333.39 ▲30.25

自己資本比率 （％） 35.6 36.8 42.2 66.1 56.5 55.8

自己資本利益率 （％） 58.9 54.3 66.6 22.5 － －

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） － 990,179 1,439,236 438,299 ▲1,318,234 342,281

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） － ▲ 407,961 ▲322,270 ▲615,584 ▲305,685 ▲144,090

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） － ▲ 6,422 ▲12,526 1,552,415 － 1,441

現金及び現金同等物の期末残高 （千円） － 853,266 1,957,705 3,332,836 1,708,916 1,908,548

従業員数 （人） 77 149 291 379 321 271

(外、平均臨時雇用者数) （人） (68) (191) (221) (271) (157) (157)
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ご留意事項
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＜お問い合わせ先＞

株式会社トゥエンティーフォーセブン
財務経理部

03-6432-4916
corporate_ir@247group.jp

 当資料は当社の業績及び経営戦略等に関する情報の提供を目的としており、当社
が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。

 当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画
数値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。

 当社の将来における事業内容や業績等は、様々な要因により実際の業績や結果と
は大きく異なる可能性があります。

 当資料のアップデートは今後、2023年2月の株主総会後を予定しておりますが、重
要な変更が生じた場合には、適時開示と連動してアップデートいたします。


